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1. はじめに 

狩野川流域は、上流域の天城山系や支川黄瀬川上流域の富士山麓部において

年平均降水量が 3,000mmを越える多雨地帯を抱えており、往古より幾多の洪水

が発生している。昭和に入ってからも狩野川は洪水氾濫を繰り返し、特に、昭

和 33年 9月の台風 22号（狩野川台風）は、流域全体で死者・行方不明者 853

人、被災家屋 6,775 戸という未曽有の大災害をもたらした。 

 

近年では、堤防整備の進捗と昭和 40年の狩野川放水路完成により狩野川本

川の氾濫による甚大な被害は発生していないが、上流にダム等の洪水調節施設

もなく急激に水位が上昇する傾向にあるとともに、狩野川中流部に広がる田方

平野は、東西を山地に囲まれた低平地となっていることから、内水被害が頻発

しており、仮に堤防決壊などの大規模な災害が発生した場合には、地域住民の

逃げ遅れや浸水被害の長期化等が発生する可能性がある。 

 

平成 27 年 9月関東・東北豪雨では、鬼怒川の下流部では堤防が決壊するな

ど、氾濫流による家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水が発生し、避難

の遅れも加わり、近年の水害では類を見ないほどの多数の孤立者が発生した。 

 

狩野川流域においても、関東・東北豪雨のような大規模な水害に対し減災を

図ることを目的に、狩野川流域の沿川 7 市町（沼津市、三島市、伊豆市、伊豆

の国市、清水町、函南町、長泉町）と富士市、静岡県、静岡地方気象台、国土

交通省中部地方整備局は、「水防災意識社会を再構築」するため、平成 28 年 5

月 27日に「狩野川水防災協議会」（以下「本協議会」という。）を設立した。 

 

本協議会では、平成 27年 9月関東・東北豪雨災害における災害対応の状況

とその課題や、狩野川流域における水害の特徴や課題を踏まえ、平成 32年度

までに、円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動等、大規模氾濫時の減災対策と

して各構成機関が計画的・一体的に取り組む事項について、「狩野川流域の取

組方針」（以下「取組方針」という。）としてとりまとめたところである。 

 

今後、本協議会の各構成機関は、本取組方針に基づき連携して減災対策に取

り組み、毎年出水期前に協議会を開催し、進捗状況を定期的に確認するなどフ

ォローアップを行うこととする。 

 

なお、本取組方針は本協議会規約第 4条に基づき作成したものである。 

 ※本取組方針は、狩野川直轄管理区間を対象としたものである。 
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2. 本協議会の構成委員 

本協議会の構成委員とそれぞれの構成委員が所属する機関（以下「構成機関」 

という。）は以下のとおりである。 

 

参加機関 参加メンバー 

 

沼 津 市 

 

三 島 市 

 

伊 豆 市 

 

伊 豆 の 国 市 

 

富 士 市 

 

函 南 町 

 

清 水 町 

 

長 泉 町 

 

静 岡 県 

 

 

 

 

静岡地方気象台 

 

国土交通省中部地方整備局 

 

 

市 長 

 

市 長 

 

市 長 

 

市 長 

 

市 長 

 

町 長 

 

町 長 

 

町 長 

 

東部危機管理局長 

沼津土木事務所長 

富士土木事務所長 

田子の浦港管理事務所長 

 

静岡地方気象台長 

 

沼津河川国道事務所長 
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3. 狩野川流域における水害の主な特徴 

 
① 過去 50 年間大規模な水害が発生していない  

狩野川放水路が昭和 40 年に完成して以降、狩野川台風規模の豪雨が発

生していないこともあり、過去 50 年間大規模な水害が発生していない。 

 

② 急激な水位上昇 

狩野川上流域の天城山系は年間降水量が 3,000 ㎜を越える多雨地帯で

あり、上流にダム等の洪水調節施設もなく、降雨から出水までの時間が短

く、洪水が一気に田方平野へ押し寄せるため、急激に水位が上昇する傾向

にある。 

特に、支川黄瀬川では、上流域における短時間の集中豪雨により急激に

水位が上昇する傾向にあり、平成 20 年 7 月の洪水では 10 分間で 2.71ｍ

水位が上昇した。 

 

③  頻発する内水被害 

狩野川中流部に広がる田方平野は東西を山地に囲まれた盆地状の地形

であり、中下流域は低平地が連続し、かつ都市化が進んでいるため、内水

被害が頻発している（沼津市、三島市、函南町、伊豆の国市等）。 
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4. 現状の取組状況と課題 

 平成 27年 9 月関東・東北豪雨の水害において、多数の孤立者が発生する要

因の一つとなった避難勧告等の発令の遅れや住民の自主的避難が十分ではな

かったこと、また土のう積み等の水防活動が十分にできなかったことは、これ

までの水害対策における課題があることを浮き彫りにした。 

 

本協議会では、この水害を教訓として、各構成機関における洪水時の情報伝

達や水防に関する事項等について現状及び課題を抽出し、平成 32年度までに

達成すべき目標を掲げて、各構成機関が連携して取り組んでいく内容を以下の

とおりとりまとめた。 

各構成機関が現在実施している主な減災に係る取組と課題は、以下のとおり

である。 

 

① 地域住民の水防災意識の向上に関する事項 

  ※現状：○  課題：●（以下同様） 

項 目 現状○と課題● 

 

水防災意識について 

 

 

 

 

 

○昭和33年の狩野川台風で約3,000haが浸水するなど、こ

れまで度々水害を経験した地域であるが、狩野川放水路

完成以降50年間、狩野川本川で氾濫被害が発生していな

い。 

●近年、内水被害はあるものの、大規模な水害の経験がな

く過去の被害の経験・教訓を次世代に継承されていない

                         ･･･(a) 

●これまでの洪水で大きな効果を発揮してきた狩野川放

水路の役割や効果について、地域住民に十分に理解され

ていない。                        ･･･(b) 

 

 

 

② 迅速かつ的確な情報提供と確実な避難行動に関する事項 

  ※現状：○  課題：●（以下同様） 

項 目 現状○と課題● 
 

想定される浸水リス

クの周知について 

 

 

○狩野川において、計画規模の降雨による浸水想定区域図

及び堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を

沼津河川国道事務所ホームページ等で公表している。 
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○避難場所として公共施設等を指定し、水害ハザードマッ

プ、WEB等で周知している。 

●浸水想定区域図等における浸水リスクが地域住民に十

分に認知されていない。                     ･･･(c) 

●要配慮者施設における避難計画を策定していない施設

がある。                                    ･･･(d) 

 

 

円滑な避難勧告等の

発令について 

 

 

 

 

 

○沼津河川国道事務所と静岡地方気象台が共同で行う洪

水予報や水位観測所の水位情報等を参考に、避難勧告等

の発令を行っている。 

○河川水位の動向に応じて、住民避難等に資する「洪水予

報」（沼津河川国道事務所・静岡地方気象台共同発表）

を自治体向けに通知するとともに、直轄管理区間に決壊

、越水の重大災害が発生する恐れがある場合には、沼津

河川国道事務所長から首長等に対して情報伝達（ホット

ライン）を行っている。 

●避難勧告の発令基準に基づいたタイムライン（時系列の

防災行動計画）が作成されていない。          ･･･(e) 

●関係機関間で水害対応の手順等の情報共有が十分に図

られているとは言えない。             ･･･(f) 

●避難計画及び避難勧告の発令基準が住民の避難行動に

直接結びついていない。                    ･･･(g) 

●沿川市町は風水害における避難勧告の実績が少ないた

め、円滑な避難勧告等の発令ができない恐れがある。 

                         ･･･(h) 

 

 

住民等への情報伝達

の方法について 

 

 

 

 

○急激に水位上昇するため、雨量、水位等の情報をホーム

ページなどにより常時提供している。 

○避難情報を防災無線、広報車、防災ラジオ、緊急速報メ

ール、コミュニティFMなどにより伝達している。 

●防災無線、広報車などによる伝達は、風雨などの騒音等

により聞き取りが困難となることが懸念される。･･･(i) 

●多くの防災情報が発信されているが、活用方法や説明の

文言などが受け手側に分かりにくい。          ･･･(j) 
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④  洪水氾濫による被害を軽減するための水防活動・排水活動に関する事

項 

項 目 現状○と課題● 

 

水防活動の実施体制

の強化について 

 

 

○河川巡視等の水防活動は水防団が担っている。 

●水防団員の高齢化が進んでおり、迅速かつ的確な水防活

動を継続させるため、若年層の入団促進、水防技術の伝

承及び水防活動の効率化を図る必要がある。   ･･･(k） 

●水防団が円滑に活動するための拠点等の施設整備が不

足している。                          ･･･(l） 

●基準観測所の対象区間が広範囲であるため、優先的に水

防活動を実施すべき箇所の状況が十分把握できていな

い。                                      ･･･（m） 

 

 

水防資機材の整備状

況について 

 

 

○土のう袋やロープ、ブルーシート等を水防倉庫などに用

意している。 

●複数箇所の水防対応や大規模な対応が必要となった場

合に資機材の不足が懸念される。            ･･･(n） 

 

 

災害拠点病院等の水

害時における対応に

ついて 

 

 

○堤防が決壊した場合の想定浸水深等について、事前の確

認が十分に出来ていない施設がある。 

●大規模な水害時には、災害拠点病院や工場等が浸水し、

機能が低下・停止する恐れがある。      ･･･(o) 

●浸水が予想される施設や地域について、浸水リスクや対

策等の説明が十分になされていない。          ･･･(p) 

 

 

排水施設、排水資機

材の操作・運用につ

いて 

 

○出水時の樋門等の操作は、操作規則を定めて開閉等を実

施している。 

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時

から定期的な保守点検を行うとともに、機材を扱う職員

等への教育体制も確保し、常時、災害発生に対応した出

動体制を確保している。 
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●想定最大規模の洪水や津波を対象とした被災に対する

排水計画が未整備であり、迅速な復旧作業ができない可

能性がある。                   ･･･（q） 

●大規模な浸水が予想される地区において、より迅速な排

水活動を行うために実働訓練が必要である。   ･･･(r) 

 

 

被害を軽減するため

の施設整備について 

 

 

○河道の流下能力が不足している区間の整備を実施して

いる。 

●流水氾濫を未然に防ぐ対策と氾濫した場合でも洪水被

害を軽減するための危機管理ハード対策の整備が必要

である。                            ･･･(s) 

 

 

内水被害を軽減する

ための取り組みにつ

いて 

 

 

○総合的な内水対策を検討する総合的雨水排水対策協議

会は、狩野川中流域、大場川左岸下流域、大平地区に設

置されている。 

●ハード・ソフト面からの総合的な内水対策の実施が必要

である。                                    ･･･(t) 
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5. 減災のための目標 

前述の現状と課題を踏まえ、各構成機関が連携して平成32 年度までに達成

すべき減災目標は以下のとおりとした。 

 

【5年間で達成すべき目標】 

狩野川台風規模の洪水に対し、水害の記憶を伝承することにより 

  住民の防災意識の向上 

  避難行動の確実化 

  社会経済被害の最小化 

を目指す。 

※ 避難行動の確実化・・・・・・・住民自らが水害の危険を判断し迅速かつ的確に避難すること 

※ 社会経済被害の最小化・・・・・水害による社会経済被害を軽減し、早期に社会経済活動を再開できる状態 

 

上記目標の達成に向け、狩野川において、以下の項目を3本柱とした取組を実

施する。 

 

①狩野川台風による水害の記憶を未来へ伝承するとともに、地域住民の

防災意識を向上させるための防災教育推進の取り組み 

 

②避難行動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を行うための 

取り組み 

 

③洪水氾濫による被害軽減のための水防活動・排水活動等の取り組み 

 

 

 

 



 

9 

 

6. 概ね 5 年で実施する取組 

氾濫が発生することを前提として、社会全体で常にこれに備える「水防災 

意識社会」を再構築することを目的に、各構成機関が取り組む主な内容は次の 

とおりである。（別紙1-1、1-2参照） 
 

① 狩野川台風による水害の記憶を未来へ伝承するとともに、地域住民の防災

意識を向上させるための防災・河川環境教育推進の取り組み 

 

※4市3町とは、沼津市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町を指す。 

※○はソフト対策、●はハード対策を示す。 

主な取組項目 目標時期 取組機関 

＜平時から住民等への周知・教育・訓練に 

関する事項＞ 

○小中学校等における防災・河川環境教育 

実施 

･･･(a)(b)(c) 

 

 

 

○効果的な「水防災意識社会」再構築に役立

つ広報や資料の作成        

･･･(a)(b)(c) 

 

 

○狩野川放水路の役割について、地域住民の

理解を深める活動の推進 

･･･(a)(b) 

 

 

H29年度 

 

 

 

 

H28年度～ 

 

 

 

 

引き続き実施 

 

 

 

 

 

4市3町 

静岡県 

静岡地方気象台 

中部地整 

 

4市3町 

静岡県 

静岡地方気象台 

中部地整 

 

4市3町 

静岡県 

中部地整 
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② 避難行動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を行うための 

取り組み 

 
※4市3町とは、沼津市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町を指す。 

※○はソフト対策、●はハード対策を示す。 

主な取組項目 目標時期 取組機関 

＜情報伝達、避難計画等に関する事項＞ 

○想定最大外力を対象とした洪水浸水想定

区域図等の策定・公表            ･･･（c） 

 

○想定最大外力を対象とした氾濫シミュレ

ーションの公表           ･･･（c）(o)(p) 

 

○想定最大外力を対象とした洪水浸水想定

区域図を基にした洪水ハザードマップの

策定・周知                ･･･（c）(o)(p) 

 

○台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした

避難勧告の発令等に着目したタイムライ

ン（時系列の防災行動計画）の策定と更新 

                         ･･･（e）（h） 

○水害対応チェックリストの作成･･･（f）（h） 

 

○住民の避難行動に直接結びつく避難勧告

等の発令基準の見直し        ･･･（g）（h） 

 

○要配慮者施設における避難計画の策定及

び訓練の促進                ･･･（d）（h） 

 

○情報伝達の相手先・手段・内容等を確認す

るための洪水対応演習を実施  ･･･（h）（i） 

○テレビやラジオ等マスコミを活用した情

報発信                      ･･･（h）（i） 

 

 

○情報伝達手段の多元化、通信機器の更新に

より、確実かつ迅速な情報の提供と地域住

民に避難の切迫性が確実に伝わる情報を

提供                 ･･･（h）（i） 

 

 

H28年度 

 

 

H28年度 

 

 

H28年度～ 

 

 

 

H28年度 

 

 

 

H28年度 

 

引き続き実施 

 

 

引き続き実施 

 

 

引き続き実施 

 

 

 

 

 

H28年度～ 

 

 

 

 

 

中部地整 
 

 

中部地整 

 

 

4市3町 

 

 

 

4市3町 

中部地整 

 

 

4市3町 

 

4市3町 

 

 

4市3町 

 

 

4市3町 

静岡県 

静岡地方気象台 

中部地整 

 

 

4市3町 

静岡県 

中部地整 
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○気象庁HPにて、気象情報の「危険度の色分 

 け」や「警報級の現象の可能性」を分かり 

やすく情報提供              ･･･(h)(i) 

 

○住民の避難行動を促すため、スマートフォ

ンを活用したリアルタイム情報の提供や

プッシュ型情報の発信     ･･･(h)(i)(j) 

 

H29年度～ 

 

 

 

引き続き実施 

H28年度～ 

 

静岡地方気象台 

 

 

 

静岡県 

中部地整 

 

③洪水氾濫による被害軽減のための水防活動・排水活動等の取り組み 

※4市3町とは、沼津市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町を指す。 

 

※○はソフト対策、●はハード対策を示す。 

主な取組項目 目標時期 取組機関 

＜水防活動の効率化及び水防体制の強化に

関する事項＞ 

○水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓 

練を実施                       ･･･（k） 

○毎年、関係機関が連携した実働水防訓練を 

実施                           ･･･（k） 

○迅速かつ的確な水防活動のための河川管

理者と水防団の意見交換を実施   ･･･（k） 

○毎年、水防団や地域住民が参加し、水害リ

スクの高い箇所の共同点検を実施 

 ･･･（c）（k） 

○水防団員に対しての教育・訓練（水防工法

の伝承、安全教育など）を実施   ･･･（k） 

 

○水防団員の高齢化が進んでおり、若年層の

入団促進のための広報を実施     ･･･(k) 

 

●水防団の円滑な水防活動を支援するため、 

 簡易水位計や量水標等の設置  ･･･(l)(m) 

 

●防災拠点及び防災ステーション（函南町塚

本地区）を設置し、緊急時の水防備蓄資材

を確保              ･･･(l)(n) 

 

○災害拠点病院・大規模工場等へ浸水リスク

の説明と水害対策等の啓発活動を行う 

･･･（c）（o）（p） 

 

 

引き続き実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き実施 

 

 

引き続き実施 

 

 

H29年度 

 

 

 

H28年度～ 

 

 

4市3町 

静岡県 

中部地整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4市3町 

中部地整 

 

中部地整 

 

 

中部地整 

 

 

 

4市3町 

静岡県 
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＜一刻も早い生活再建や社会経済活動の回

復を可能とするための排水活動に関する

事項＞ 

○氾濫水を迅速に排水するため、排水施設情

報の共有・排水手法等の検討を行い、大規

模水害を想定した狩野川排水計画を作成 

･･･(q) 

○排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備

し、排水計画に基づく排水訓練を実施  

･･･(r) 

 

○堤防決壊時の対応（情報伝達、復旧工法、

排水計画の検討など）を演習することを目

的に、堤防決壊シミュレーションを実施 

･･･(q)(r) 

 

 

 

 

H28年度～ 

 

 

 

H28年度～ 

 

 

 

引き続き実施 

 

 

 

 

静岡県 

中部地整 

 

 

4市3町 

静岡県 

中部地整 

 

中部地整 

 

＜洪水氾濫を未然に防ぐ対策及び氾濫が発

生した場合にも被害を軽減する施設整備

に関する事項＞ 

 

●優先的に対策が必要な河道掘削などの洪

水氾濫を未然に防ぐ対策及び天端舗装な

どの危機管理型ハード対策の実施･･(s) 

 

 

 

 

H32年度 

 

 

 

 

中部地整 

＜内水被害を軽減するための取り組みに関

する事項＞ 

 

●ハード・ソフト面からの総合的な内水対策

を実施                         ･･･(t) 

 

 

 

 

引き続き実施 

 

 

 

 

4市3町 

静岡県 

中部地整 

 

 

7. フォローアップ 

各構成機関の取組については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画、

河川整備計画等に反映することなどによって責任を明確にし、組織的、計画的、

継続的に取り組むこととする。 

原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に

応じて取組方針を見直すこととする。また、実施した取組についても訓練等を

通じて習熟、改善を図る等、継続的なフォローアップを行うこととする。 



　事　　項

具体的取組

①小中学校等における防災・河川環境教育を実施 H29年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 参加

②効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報
や資料の作成

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活用

③狩野川放水路の役割について、地域住民の理解を
深める活動の推進

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 参加

①想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図の
策定・公表
【水防法第十四条】

H28年度 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 ○ 活用

②想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションの
公表

H28年度 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 ○ 活用

③想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図を
基にした洪水ハザードマップの策定・周知
【水防法第十五条第三項】

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活用

④台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした避難勧
告の発令等に着目したタイムライン（時系列の防災行
動計画）の策定と更新

H28年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑤水害対応チェックリストの作成 H28年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑥住民の避難行動に直接結びつく避難勧告等の発
令基準の見直し

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑦要配慮者施設における避難計画の策定及び訓練
の促進
【水防法第十五条の三】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活用

⑧情報伝達の相手先・手段・内容等を確認するため
の洪水対応演習を実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑨テレビやラジオ等マスコミを活用した情報発信 引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活用

⑩情報伝達手段の多元化、通信機器の更新により、
確実かつ迅速な情報の提供と地域住民に避難の切
迫性が確実に伝わる情報を提供

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活用

⑪気象庁ＨＰにて、気象情報の「危険度の色分け」や
「警報級の現象の可能性」を分かりやすく情報提供

H29年度から 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 ○ 活用

⑫住民の避難行動を促すため、スマートフォンを活用
したリアルタイム情報の提供やプッシュ型情報の発信

引き続き実施
（県）

H28年度～（国）
○ ○ 活用

実施する機関

○概ね5年で実施する取組

清
水
町

函
南
町

伊
豆
の

国
市

伊
豆
市

三
島
市

地
域
住
民

国
静
岡
県

１．狩野川台風による水害の記憶を未来へ伝承するとともに、地域住民の防災意識を向上させるための防災・河川環境教育推進の取り組み

（１）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

２．避難行動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を行うための取り組み

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

具体的な取組の柱

目標時期 長
泉
町

沼
津
市

（別紙１－１） 



　事　　項

具体的取組

①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練を実
施
【水防法第三十二条の二】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

②毎年、関係機関が連携した実働水防訓練を実施
【水防法第三十二条の二】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

③迅速かつ的確な水防活動のための河川管理者と
水防団の意見交換を実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

④毎年、水防団や地域住民が参加し、水害リスクの
高い箇所の共同点検を実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑤水防団員に対しての教育・訓練（水防工法の伝承、
安全教育など）を実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑥水防団員の高齢化が進んでおり、若年層の入団促
進のための広報を実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

⑦水防団の円滑な水防活動を支援するため、簡易水
位計や量水標等の設置

引き続き実施 活用 活用 活用 活用 活用 活用 活用 ○ －

⑧防災拠点及び防災ステーションを設置し、緊急時の
水防備蓄資材を確保

H29年度 ○ （活用）

⑨災害拠点病院・大規模工場等へ浸水リスクの説明
と水害対策等の啓蒙活動を行う

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

①氾濫水を迅速に排水するため、排水施設情報の共
有・排水手法等の検討を行い、大規模水害を想定し
た狩野川排水計画を作成

H28年度から ○ ○ －

②排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備し、排水
計画に基づく排水訓練を実施

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

③堤防決壊時の対応（情報伝達、復旧工法、排水計
画の検討など）を演習することを目的に、堤防決壊シ
ミュレーションを実施

引き続き実施 ○ －

①優先的に対策が必要な河道掘削などの洪水氾濫
を未然に防ぐ対策及び天端舗装などの危機管理型
ハード対策の実施

H32年度 ○ －

①ハード、ソフト面からの総合的な内水対策の実施 引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

（４）内水被害を軽減するための取り組みに関する事項

（２）一刻も早い生活再建や社会経済活動の回復を可能とするための排水活動に関する事項

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

３．洪水氾濫による被害軽減のための水防活動・排水活動等の取り組み

（３）洪水氾濫を未然に防ぐ対策及び氾濫が発生した場合にも被害を軽減する施設整備に関する事項

具体的な取組の柱

目標時期

実施する機関
地
域
住
民

沼
津
市

三
島
市

伊
豆
市

伊
豆
の

国
市

函
南
町

清
水
町

長
泉
町

静
岡
県

国



項目 事項

２．避難行動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を行うため
の取り組み

③想定最大外力を対象とした洪水浸水想
定区域図を基にした洪水ハザードマップ
の策定・周知
【水防法第十五条第三項】

【沼津河川国道事務所】
・自治体への助言を行う

【沼津市】
・平成30年度中に、想定最大外力を対象
とした洪水ハザードマップを作成する
（H29検討（避難地等の見直し・・・危機管
理課）、H30作成（河川課）、公表）

【沼津河川国道事務所】
・沼津市において策定済み
・他の市町については今後策定を進める
・洪水を経験する毎に見直し作業を実施
する

【静岡地方気象台】
　タイムラインの策定に協力する

【狩野川】
○目標を達成するための具体的な取り組み

内容
沼津河川国道事務所

静岡地方気象台
東部危機管理局
沼津土木事務所

沼津市

１．狩野川台風による水害の記憶を未来へ伝承するとともに、地域
住民の防災意識を向上させるための防災・河川環境教育推進の取
り組み

【沼津河川国道事務所】
・狩野川資料館を活用するとともに、現地
見学会を実施

【沼津土木事務所】
・「狩野川台風の記憶をつなぐ会」の活動
と連携

①小中学校等における防災・河川環境教
育を実施

【沼津河川国道事務所】
・狩野川流域小学校の教科（社会等）の
授業にて、狩野川の防災や河川環境に
ついて学習する取り組みを推進
【H28年度中】
・伊豆市・伊豆の国市・沼津市の小学校３
校の社会科にて、教師が狩野川の防災
や河川環境を教える試行授業を実施
【沼津河川国道事務所】
・平成29年度以降、狩野川流域自治体の
教育委員会が、試行授業で作成した授業
教材等々を使用した授業が行われるよう
に啓発活動を推進

【静岡地方気象台】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、連携し進めていく

【沼津土木事務所】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

【沼津河川国道事務所】
・マスコミとの意見交換会を活用するな
ど、密接な関係構築を図り、広報活動の
協力を得る
・出前講座を積極的に実施する
・防災講演会、治水施設の現地見学会を
開催予定
・狩野川資料館の活用

【静岡地方気象台】
・関係機関と連携した普及啓発活動を行
う
・双方の取組がより効果的となるよう講師
派遣やイベントの参画等相互に支援を行
う
・気象庁ワークショップにより、コミュニ
ケーションを活用した能動的な学習を行う
・教育機関等が行う防災教育や防災機関
が行う防災知識の普及を促進するため、
資料提供等の支援を行う

【沼津土木事務所】
・出前講座等の開催

【沼津市】
・コミニュティFM（FMぬまづ）などを活用し
て、水防災に関する情報を市民に発信し
ていく

（１）平時から住民等への周知・教育に関する事項

②効果的な「水防災意識社会」再構築に
役立つ広報や資料の作成

【沼津市】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

【沼津市】
・機会を捉え水防に関する他の情報とと
もに周知に努める

【三島市】
・現地見学会の開催を周知していき、住
民の理解を深めるよう努める

【三島市】
･平成26年度・27年度にすべての浸水想
定区域、土砂災害警戒区域の自治会や
対象住民に対し説明会を27回開催した。
引き続き、出前講座の要請があった団体
に対し啓発活動を実施していく

【沼津市】
・27年度策定済み（今後随時見直す）

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

④台風の接近・上陸に伴う洪水を対象と
した避難勧告の発令等に着目したタイム
ライン（時系列の防災行動計画）の策定と
更新

③狩野川放水路の役割について、地域
住民の理解を深める活動の推進

【伊豆市】
・毎年、市広報誌の中で水害に関する有
益情報を市民に発信していく

【伊豆の国市】
・コミュニティFMを活用して水害に関する
有益情報を市民に発信していく

三島市

【三島市】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

【三島市】
･タイムラインは策定済であるため、避難
勧告の発令等に着目した改訂を進める

【伊豆市】
・住民説明会などで放水路の効果につい
て説明していく

【伊豆市】
・台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とし
た避難勧告の発令等に着目したタイムラ
イン（案）を策定しており、運用・見直しを
行い、策定済みとする

【伊豆の国市】
・住民説明会などで放水路の効果につい
て説明

【伊豆の国市】
・今後、タイムラインを策定する

伊豆市 伊豆の国市

【三島市】
・想定最大外力を対象とした洪水浸水想
定区域が指定された後に洪水ハザード
マップを作成していく

【伊豆市】
・想定区域図が公表後、平成30年度まで
を目途に、想定最大外力を対象とした洪
水ハザードマップを作成する

【伊豆の国市】
・平成27年度に、1/100想定の洪水・土砂
災ハザードマップを作成済み
・今後、国の公表に併せて見直しを検討
する

【伊豆市】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

・流域小中学校において、総合的な学習
の時間に狩野川台風をテーマとする調査
活動を実施するインターネットや文献調
査、台風資料館の見学、被災体験者から
の聞き取り等を行い、被災の実態を知る
とともに、今後の教訓として生かしていこ
うとする態度を育てる
・甚大な被害を受けた熊坂小学校では、
９月２６日に学校行事「狩野川台風に学
ぶ会」を開催し、被災した多くの先輩達へ
の追悼の意を表すとともに、被災体験談
を聞き、防災意識の更なる醸成を図って
いる

【伊豆の国市】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いくH28にモデル校を指定し狩野川台風
を基に防災教育を進めていく

・年数回、各小中学校にて出前講座を実
施
・小中学生を対象に狩野川資料館や放水
路の見学会を実施していく

函南町 清水町

【函南町】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

・今後も継続的に、小学校からの要請等
による防災学習講座を実施していく

【函南町】
・説明会や出前講座などの機会に役割や
効果の周知を図る

【函南町】
・今後策定を進める

【函南町】
・国県主催の講演会や資料館などの周知
を図る

【清水町】
[今後]
自主防災会説明会、出前講座等におい
て広報・啓発を図る

長泉町

【清水町】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

【長泉町】
・住民説明会などで放水路の効果につい
て説明していく

【長泉町】
・狩野川台風の記憶をつなぐ会が中心と
なって進める「防災・河川環境教育」につ
いて、国及び教育委員会と連携し進めて
いく

・学校側へ水害教育の講話等の打診を
行なう

【清水町】
避難勧告の発令等に着目したタイムライ
ンについて検討を進める

【清水町】
[今後]
自主防災会説明会、出前講座等におい
て広報・啓発を図る

【長泉町】
・地域に対して出前講座を行い、広報、防
災啓発を行っている

【長泉町】
・公表された結果を確認し、調査研究を
行う

①想定最大外力を対象とした洪水浸水想
定区域図の策定・公表
【水防法第十四条】

【沼津河川国道事務所】
・【H28年度中】に策定・公表予定

②想定最大外力を対象とした氾濫シミュ
レーションの公表

【沼津河川国道事務所】
・【H28年度中】に公表予定

【函南町】
・想定区域図を確認し、ハザードマップを
更新または作成する

【清水町】
・平成29年度にハザードマップの更新（作
成）し公表予定

【長泉町】
・今後タイムラインの策定を進める

（別紙１－２） 



項目 事項 内容
沼津河川国道事務所

静岡地方気象台
東部危機管理局
沼津土木事務所

沼津市 三島市 伊豆市 伊豆の国市 函南町 清水町 長泉町

 

【三島市】
・随時見直していく

【三島市】
・毎年、浸水想定区域の住民に対して避
難情報伝達訓練を実施する

【三島市】
・水防訓練等にて福祉担当課から各施設
に避難情報の伝達訓練を実施し、迅速な
伝達体制を確保する
・計画が未作成の施設に対して、作成を
呼びかけていく

⑫住民の避難行動を促すため、スマート
フォンを活用したリアルタイム情報の提供
やプッシュ型情報の発信

【沼津河川国道事務所】
・スマートフォン等を活用した情報発信を
実施していく。

【東部危機管理局】
・災害時には、FUJISANシステム（ふじの
くに防災情報共有システム）により、エリ
アメールを通じて、必要な情報を迅速か
つ的確に発信する
【沼津土木事務所】
スマートフォン版静岡県土木総合防災情
報システム（通称：サイポス）による情報
提供

⑦要配慮者施設における避難計画の策
定及び訓練の促進
【水防法第十五条の三】

【沼津河川国道事務所】
・自治体への助言を行う

【沼津土木事務所】
・自治体への助言を行う

【沼津市】
・情報伝達については、「地域防災無線」
「同報無線」「危機管理情報メール」「緊急
速報メール」など多層化・多重化を図って
いる

【沼津河川国道事務所】
・通信回線の確保を含めて整備する

⑥住民の避難行動に直接結びつく避難
勧告等の発令基準の見直し

【沼津河川国道事務所】
・自治体への助言を行う

【東部危機管理局】
・既に市町が策定している「避難勧告等
判断・伝達マニュアル」への反映につい
て、国交省と連携しつつ、支援する。

【沼津市】
・27年度策定済み（今後随時見直す）

⑧情報伝達の相手先・手段・内容等を確
認するための洪水対応演習を実施

【沼津河川国道事務所】
・毎年、出水期前までに実施する

【静岡地方気象台】
・沼津河川国道事務所と協力して、毎年、
出水期までに実施する
・また、洪水予報を円滑に実施するため、
双方で定期的に対向演習を行い、習熟を
図る

【沼津土木事務所】
・毎年、出水期前までに実施する

【沼津市】
・避難訓練時に自主防災会への連絡演
習を行う
・職員への情報伝達訓練は年間を通じて
実施する（総合防災訓練・年度当初など）

⑩情報伝達手段の多元化、通信機器の
更新により、確実かつ迅速な情報の提供
と地域住民に避難の切迫性が確実に伝
わる情報を提供

⑨テレビやラジオ等マスコミを活用した情
報発信

【沼津河川国道事務所】
・マスコミとの意見交換会を開催すること
で当方からの情報、専門用語等を理解を
深め、水防時に迅速かつ的確な情報発
信を促進する

【静岡地方気象台】
・マスコミとの打合せや勉強会を開催する
ことで、相互理解を深め、迅速かつ的確
な情報発信を促進する

【東部危機管理局】
・災害時には、FUJISANシステム（ふじの
くに防災情報共有システム）により、Lア
ラートを経由し、必要な情報を迅速かつ
的確に発信する

【沼津市】
・災害時におけるマスコミへの情報発信
はFUJISANシステムを利用することによ
り、確実な情報発信・伝達が可能であると
考えている

【東部危機管理局】
・災害時には、FUJISANシステム（ふじの
くに防災情報共有システム）により、エリ
アメールを通じて、必要な情報を迅速か
つ的確に発信する
【沼津土木事務所】
・毎年、出水期前までに実施する

⑪気象庁ＨＰにて、気象情報の「危険度
の色分け」や「警報級の現象の可能性」を
分かりやすく情報提供

【静岡地方気象台】
･警報等における危険度の色分け表示
・「警報級の現象になる可能性」の情報提
供
・警報・注意報を補足するメッシュ情報の
充実化

【沼津市】
浸水区域内の対象施設を抽出したうえで
施設管理者と協議する

⑤水害対応チェックリストの作成

【沼津市】
・現在作成中

【三島市】
・通信回線の確保を含めて整備するか検
討する

【三島市】
・既存の風水害対応マニュアル、タイムラ
インに国提案の水害対応チェックリストと
の整合を図り、一本化したマニュアルによ
る対応に努める

【三島市】
･災害時には市民への市の対応状況の
発信が重要であると考えているため、で
きる限り記者会見を開催しマスコミへの情
報発信を行う考えである
・今年度中に記者会見に関するマニュア
ルを作成していく

【伊豆市】
・毎年、出水期前までに実施する

【伊豆市】
・地域特性があるため、整備を含め検討
していく

【伊豆市】
・案を作成し、検証後見直し箇所を修正
し、策定済みとする

【伊豆の国市】
・計画が未作成、訓練が未実施の施設に
対して、作成・実施を呼びかける

【伊豆の国市】
・浸水想定区域の住民に対して避難情報
伝達訓練の実施を検討する

【伊豆の国市】
・H28.3策定済み

【伊豆市】
・コミュニティFM「FMIS」を活用して水防に
関する情報発信を行っている

【伊豆の国市】
・チェックリストについて策定する

【伊豆市】
・計画が未作成、訓練が未実施の施設に
対して、作成・実施を呼びかける

【伊豆市】
・随時見直しをしていく

【伊豆の国市】
・同報無線のデジタル化は整備済み各地
区公民館にデジタル個別受信機の配布、
希望者に同報無線に連動した防災ラジオ
を配布

【函南町】
・同時通報無線のデジタル化整備を継続
して実施する（平成３３年度完成予定）
・同時通報無線のデジタル化に伴い、放
送内容を電話にて確認できる体制の確保
・全自主防災会長との緊急連絡先・メー
ルアドレスを収集し、緊急時の情報共有
を図る

【函南町】
・函南町避難勧告等の判断マニュアル（Ｈ
２６年度改訂）の見直しを行う
・チェックリストの作成後、マニュアルへの
反映・組込みを今後検討する

【函南町】
・見直しを検討する

【函南町】
・要援護者避難支援計画の見直しを図る

【長泉町】
・デジタル地域防災無線を現在、水害等
が発生すると想定されている自治会の公
民館等に配備している

【長泉町】
・毎年、出水期前までに浸水想定区域等
の自治体関係者に説明会を実施する

【長泉町】
・FUJISANシステムを利用し情報発信を
行なう体制が出来ている

【長泉町】
・計画が未作成、訓練が未実施の施設に
対して、作成・実施を呼びかける

【清水町】
[現在]
水計画等に避難確保計画策定、訓練実
施について記載済
[今後]
計画が未作成、訓練が未実施の施設に
対して、作成・実施を呼びかける

【伊豆の国市】
・コミュニティFMを活用し毎月1回、緊急放
送の訓練を実施している

【函南町】
・コミュニティFM「ボイスＱ」を活用した情
報発信を行う
・Lアラートを活用する

【清水町】
[現在・今後]
対応済み（Lアラート、災害応援協定（ラジ
オ等））

【函南町】
・自主防災会、消防団において、デジタル
ＭＣＡ無線機を活用した情報伝達訓練を
実施

【清水町】
[現在・今後]
国の避難勧告等の判断・伝達マニュアル
作成ガイドライン公表に基づく町の発令
基準・住民に求める行動について策定済
み

【長泉町】
・今後チェックリストの策定を進める

【清水町】
[現在・今後]
奇数月の第３水曜日に自主防災会、小中
学校、福祉施設等との通信訓練（移動系
行政無線）を実施

【長泉町】
・平成27年度に発令基準の見直しを行
なった

【清水町】
[現在・今後]
自主防災会、小中学校、福祉施設等に移
動系行政無線を配備し通信体制の確保
を実施済み

【清水町】
[現在]
未策定
[今後]
H28までに策定し、今後、水防関係課等と
共有し、毎年見直し作業（PDCA）を実施
する



項目 事項 内容
沼津河川国道事務所

静岡地方気象台
東部危機管理局
沼津土木事務所

沼津市 三島市 伊豆市 伊豆の国市 函南町 清水町 長泉町

 

【三島市】
･平成28年度から消防の広域化に伴い消
防団が危機管理課の所管となったため、
消防団と一層の連携を図る
・今後、メール配信等による連絡体制の
再確認と伝達訓練を検討していく

【三島市】
・自衛隊、国土交通省、消防団、警察、県
と合同で水防訓練や本部情報処理訓練
を実施し、関係機関が連携した対応がで
きるよう体制を構築する

【三島市】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【三島市】
・該当する工場等への水防の意識の啓発
に努める

【函南町】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

【清水町】
[現在・今後]
年間2回（梅雨前・台風期前）災害対策車
両操作訓練に参加する

【沼津市】
・国が実施する水防工法等の基礎技術に
ついて勉強会に積極的に参加し、消防団
などに教育できる知識や技術を身に着け
る

【伊豆市】
・毎年、出水期前に実施する水防訓練時
に実施するとともに、毎月伝達訓練を実
施している

【伊豆市】
・出水期前に職員、消防団、地域住民（自
主防災会）と合同で水防訓練を実施する

【伊豆市】
・消防団及び地元住民との情報の共有化
を図り、より迅速で的確な水防活動につ
なげる

【伊豆市】
・河川管理者と市及び地域住民が参加し
ての、水害リスクの高い箇所の共同点検
の実施

【伊豆市】
・毎年、出水期前に職員、消防団、地域
住民（自主防災会）と合同で実施している
水防訓練時に水防工法等の基礎技術に
ついて訓練を実施している

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

３．洪水氾濫による被害軽減のための水防活動・排水活動等の取り
組み

【沼津河川国道事務所】
・共同点検を毎年実施する【出水期前を
目処に】

【沼津土木事務所】
・直轄河川重要水防箇所巡視に参加
（維持管理課職員が参加）

【沼津市】
・毎年実施する共同点検に消防団や地域
関係者に出席要請を行う

⑦水防団の円滑な水防活動を支援する
ため、簡易水位計や量水標等の設置

【沼津河川国道事務所】
・年1回、実施する

【沼津河川国道事務所】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動の実施や水防管理者の取組を支援
する。

【沼津市】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

①水防団等への連絡体制の再確認と伝
達訓練を実施
【水防法第三十二条の二】

【沼津河川国道事務所】
・出水時に水防団等の活動状況を確認す
る市町の連絡窓口（担当者）を確認する。
・水防管理団体が行う水防訓練に参加す
る。

【沼津土木事務所】
・市町との連携訓練時に、水防団等への
連絡体制の確認を行う

【沼津土木事務所】
・国が実施する水防工法等の基礎技術に
ついての研修会や訓練に参加等の協力
を行う

③迅速かつ的確な水防活動のための河
川管理者と水防団の意見交換を実施

【沼津河川国道事務所】
・共同点検にあわせて、水害リスクの高い
箇所など情報共有を図る

【沼津土木事務所】
・静岡県水防計画書に水害リスクの高い
箇所を記載し、毎年確認を行うなど、情報
共有を図っている

【沼津市】
・市内の重要水防箇所などについて消防
団に周知する

②毎年、関係機関が連携した実働水防
訓練を実施
【水防法第三十二条の二】

【沼津河川国道事務所】
・水防管理団体が行う水防訓練に参加す
る。

【沼津土木事務所】
・水防管理団体が行う水防訓練への参加
（新規採用職員など）

【沼津市】
・実働水防訓練の実施に向け関係機関と
検討を行う

⑥水防団員の高齢化が進んでおり、若年
層の入団促進のための広報を実施

【沼津土木事務所】
・排水計画策定に協力する
（氾濫域に位置する県管理河川の計画緒
元等の情報提供）

【東部危機管理局】
・県健康福祉部を通じ、災害拠点病院へ
必要な情報を提供する

【沼津市】
・対象施設を抽出・特定したうえで施設管
理者と協議する

⑨災害拠点病院・大規模工場等へ浸水リ
スクの説明と水害対策等の啓蒙活動を行
う

（２）一刻も早い生活再建や社会経済活動の回復を可能と
するための排水活動に関する事項

①氾濫水を迅速に排水するため、排水施
設情報の共有・排水手法等の検討を行
い、大規模水害を想定した狩野川排水計
画を作成

【沼津河川国道事務所】
・排水ポンプ車による有効な排水対応を
するため、配置計画を策定

②排水ポンプ車出動要請の連絡体制を
整備し、排水計画に基づく排水訓練を実
施

【沼津河川国道事務所】
・水防管理団体が行う水防訓練と併せて
実施する
・年間2回（梅雨前・台風期前）災害対策
車両操作訓練を行う

【沼津土木事務所】
・排水訓練に参加する
（県管理河川を排水先とした場合）

【沼津市】
・国が実施する水防訓練及び年間2回の
災害対策車両操作訓練に積極的に参加
する
・要請についての連絡網を整備する

③堤防決壊時の対応（情報伝達、復旧工
法、排水計画の検討など）を演習すること
を目的に、堤防決壊シミュレーションを実
施

①ハード、ソフト面からの総合的な内水対
策の実施

【沼津河川国道事務所】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【沼津土木事務所・東部危機管理局】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【沼津市】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

⑧防災拠点及び防災ステーションを設置
し、緊急時の水防備蓄資材を確保

【沼津河川国道事務所】
・塚本防災ステーションの整備を進める

【沼津市】
・消防団の使用する無線を活用した連絡
体制を整備する

⑤水防団員に対しての教育・訓練（水防
工法の伝承、安全教育など）を実施

【沼津河川国道事務所】
・水防団を指揮する市町防災担当者に対
して、水防工法等の基礎技術について研
修会や狩野川流域水防演習を行う。

④毎年、水防団や地域住民が参加し、水
害リスクの高い箇所の共同点検を実施

【沼津河川国道事務所】
（簡易水位計）
・狩野川は【H27年度末時点】で5箇所設
置済み
（量水標）
・主要橋梁の橋脚に量水標を塗装し水位
が確認できるようにしている

（４）内水被害を軽減するための取り組みに関する事項

【三島市】
・水防団に水防演習に参加してもらい、技
術向上を図る

【三島市】
･消防団、地元住民に点検訓練の参加を
依頼し情報共有に努める

【三島市】
･消防団、地元住民に点検訓練の参加を
依頼し情報共有に努める

【伊豆市】
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【伊豆市】
・該当する施設へ啓発を図っていく

【三島市】
・河川管理者が実施する訓練に参加する
とともに、排水ポンプ車の排水訓練を実
施する

【伊豆市】
・河川管理者が実施する訓練に参加する

【伊豆の国市】
・総合防災訓練等において行政無線、簡
易無線により伝達訓練を実施

【伊豆の国市】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【伊豆の国市】
・消防団との情報の共有化を図っていく

【伊豆の国市】
・出水期前に職員、消防団、建設業協
会、地域住民と合同で水防訓練を実施す
る

【伊豆の国市】
・毎年、消防団、地域住民（自主防災会）
と合同で実施している水防訓練時に水防
工法等の基礎技術について訓練を実施
している

【伊豆の国市】
・地域住民参加の共同点検を毎年実施し
ている

【伊豆の国市】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

【函南町】
・対象施設は無いものの、要望があれば
防災訓練等への参加を推奨する

【函南町】
・毎年、６月に実施する水防訓練時に実
施するとともに、８月に伝達訓練を実施す
る

【函南町】
・毎年、６月に自治会役員、消防団、防災
協力会（建設業協会）と合同で水防訓練
（土のう積み）を実施する

【清水町】
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【清水町】
[現在・今後]
狩野川流域水防演習に参加し、水防工
法等の技術を習得する

【伊豆の国市】
・国と連携して実施する

【清水町】
[現在・今後]
共同点検を毎年実施する【出水期前を目
処に】

【清水町】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

【長泉町】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

【函南町】
・防災行政無線やデジタルＭＣＡ無線を
活用し、消防団との情報共有化を図る

【函南町】
・河川巡視、樋管等の操作説明会を実施
している

【函南町】
・消防団幹部による団員や自主防災会役
員等への教育・訓練を実施
・狩野川流域水防演習に参加する

【長泉町】
・出前講座の依頼があれば対応し、啓発
を図っていく

【清水町】
・該当する施設へ啓発を図っていく

【長泉町】
・水防団との情報の共有化を図っていく

【長泉町】
・共同点検を毎年実施している

【長泉町】
・狩野川流域水防演習に参加するととも
に、水防団の技術向上を図っていく

【函南町】
・豪雨災害対策アクションプランに基づ
き、対策を実施していく
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【長泉町】
・水防計画書に基づき、内水位を監視・通
報・公表等を行っていく

【函南町】
・河川管理者が実施する排水ポンプ車の
排水訓練に消防団員が参加する

【清水町】
[現在・今後]
水防訓練等にて伝達訓練を実施

【清水町】
[現在・今後]
水防訓練の実施、狩野川流域水防訓練
に参加

【清水町】
[現在・今後]
共同点検にあわせて、水害リスクの高い
箇所など情報共有を図る

【長泉町】
･平成28年度から消防の広域化に伴い消
防団が地域防災課の所管となったため、
消防団と一層の連携を図る
・今後、メール配信等による連絡体制の
再確認と伝達訓練を検討していく

【長泉町】
・関係機関と協力し、水防訓練を実施して
いく

【長泉町】
・年数回、排水ポンプ車の排水訓練を実
施する
・河川管理者が実施する訓練に参加する

【伊豆の国市】
・災害拠点病院へのリスクの説明を検討
する

【伊豆市】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

【沼津河川国道事務所】
・自治体への助言を行う

(3)洪水氾濫を未然に防ぐ対策及び氾濫が発生した場合に
も被害を軽減する施設整備に関する事項

【三島市】
・水防団活動を行っている消防団員の確
保のため、若年層の入団促進等の広報
活動を引き続き実施していく。

①優先的に対策が必要な河道掘削など
の洪水氾濫を未然に防ぐ対策及び天端
舗装などの危機管理型ハード対策の実
施

【沼津河川国道事務所】
・洪水氾濫を未然に防ぐ対策及び危機管
理型ハード対策を今後5年間で整備する
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